
             

 

 

 

                  

    

 

 

 

 

 

  成長を後押しするのは仲間の存在 ～始業式学校長のお話より~       

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市立太平中学校 

 北区太平８条２丁目 

 TEL ７７２－７９６１ 

FAX ７７２－５９３７ 

令和８年３月25日 

第４９６号 

（令和７年度 第15号）  

学校だより 

https://www.taihei-j.sapporo-c.ed.jp/ 
想像力を生かそう！ 

～想像力のある人になろう 想像力あふれる学校にしよう 想像から行動にうつそう～ 

校長 寺田 実 

皆さん、明けましておめでとうございます。今日こうして全校の皆さんの顔を見ることができて、本当に嬉し

く思います。今朝、玄関で交わした明るい挨拶、そして自然にこぼれる笑顔。その一つひとつが、学校全体に「今

年も頑張ろう」という前向きな空気を広げてくれました。この学校の素晴らしい校風は、まさに皆さん自身がつ

くっているものです。私はその姿に、心から誇りを感じています。 

ここで一つ、冬休みの間に学校を支えてくださった方々のお話です。 

用務員さんが２・３年生の教室の床にワックスをかけてくださり、また、業者さんの尽力で体育館のバスケット

ゴールが新しく設置されました。いずれも皆さんが新鮮な気持ちで心地よいスタートをきれるよう、多くの方が

力を尽くしてくださった証です。感謝の気持ちをもち、大切に使いましょう。 

さて、新しい年は、自分の目標を立てるのに最もふさわしい時期です。目標とはただの願いごとではありませ

ん。自分がどこへ向かうのかを示す道しるべであり、迷ったときに立ち返る場所でもあります。目標があるから

こそ、努力の方向が定まり、毎日の行動に意味が生まれます。 

ここで、世界中で愛されるキャラクター、スーパーマリオの生みの親である、任天堂の宮本茂さんの話を紹介

します。宮本さんは、それまでの常識にとらわれず、「世界中の人々が楽しめる新しいゲームを作りたい」とい

う大きな目標を掲げました。そのアイデアは、当時の技術的な制約の中では、すぐには実現できない大きな困難

を伴うものでした。しかし、彼はシンプルな「マリオを走らせる、ジャンプさせる」という遊びに、無限の可能

性を見出します。彼は、ハードウェアの限界を乗り越えるため、プログラマーや技術者と議論を重ね、何度も試

行錯誤を繰り返すという、粘り強い努力を続けました。その結果、それまでの固定画面が主流だったゲームの世

界に、画面を横にスクロールさせながら冒険する、誰も見たことのない革新的なゲームが生まれたのです。 

私たちが何かを成し遂げるとき。まず必要なのは明確な目標です。宮本さんは、「ゴールがあれば、やるべき

ことは積み上げられる」と語っています。目標は、皆さんの努力の方向を定める道しるべです。大切なのは、今

できる最高の努力を、ひたむきに積み重ねることです。 

大きな目標を掲げることは勇気がいります。しかし、その目標に向かって努力し続ける過程こそが、皆さんを

大きく成長させてくれるのです。そして、スーパーマリオという偉大な作品が生まれたのは、宮本さん一人の力

ではありません。彼のビジョンを信じ、技術的な課題を解決したプログラマーや、共に面白いアイデアを出し合

った仲間たちが力を合わせました。個性をぶつけ合い、励まし合い、支え合うことで、あの世界中で愛されるゲ

ームが完成したのです。学校生活も同じで、努力するのは自分自身ですが、成長を後押ししてくれるのは、仲間

の存在です。 

さて、１年生の皆さん、中学校生活にも慣れ、できることが増えてきました。３学期は、自分から一歩踏み出

す勇気を大切にしてください。 

２年生の皆さん、学校の中心としての役割が増えてきました。次の最高学年に向けて自分の強みを磨く時期で

す。 

３年生の皆さん、卒業が近づいてきました。最後までやり抜く力を信じ、自分の未来を自分の手で切り開いて

ください。 

３学期は一年のまとめであり、次の学年への準備の時期でもあります。どうか、自分なりの目標を一つ決め、

その実現に向けて努力を続けてください。そして、仲間と支え合いながら、笑顔と元気な挨拶があふれるこの学

校を、さらに素晴らしい場所にしていきましょう。 

皆さん一人ひとりの挑戦を、私は心から期待しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上プロジェクト

６組校外学習 

１回目のスキー学習を実施しました。さっぽろっ子として雪に

親しむとともに、スキーを通して仲間づくりや健やかな体づく

りを進めています。２回目は大雪による臨時休業のため、延期

して実施することになりました。 

■冬休み明けのチャレンジコンテストを行いました。

休み中の学習の成果を発揮し、「できた！」を次

の学習への頑張りにつなげてほしいと思います。 

いよいよ 2026 年が始まりました。みなさん充実した春休みを過ごせましたが？僕は充実した冬休みを過ご

すことができました。 

冬休みはスキーに行き、冬ならではのスポーツを楽しむことができました。その他には、飛行機に乗って祖父

の家や高尾山に行き、たくさんの思い出ができました。また、今年の冬休みは楽しむだけでなく、勉強にも力

を注ぐことができました。来年は受験生になるため、今まで以上に一生懸命勉強に取り組みました。苦手な分

野にも時間を割いて集中的に勉強できたと思います。とても充実した冬休みになりました。  

そして、冬休みには課題も見つかりました。生活習慣が乱れていたので、時間管理をしっかりして学校生活

に戻していきたいです。 

さて、冬休みも終わり、３学期が始まりました。３学期は３年生に向けて、生 

徒会を含めスポーツも頑張っていきたいです。そして、中学校の最高学年になる 

ということを自覚し、責任をもって行動していきたいと思います。 

３学期は今の学年・学級で過ごせる最後の学期です。進級・進学まで長くはあ 

りません。一日一日を大切に過ごし、勉強や部活に全力で取り組んでいきましょ 

う。また、後悔のない、「やりきった」と思える３学期にしていきたいです。みな 

さんも仲間とともに、充実した太平中学校での学校生活を送れるよう、一緒に頑 

張っていきましょう。 

冬休みの頑張りの成果を表彰しました 

「やりきった！」と思える３学期に！~生徒代表のあいさつより~ 

冬休みに行われたアンサンブルとソロのコンクールでそれ

ぞれ銀賞と金賞を受賞しました。年明けすぐから学校に来て

練習を重ねた成果がみごとに発揮されました！ 

■３年生の国語の授業で取り組んだ「本のポップ」

が図書館の前に飾られています。紹介された本を

読みたくなるような興味を引くポップばかりです。 

雪に親しみながら健やかな体づくり！ 

■太平中の子どもたちの学力向上に向けて校

内研修会を行いました。豊かな心が育っている

からこそ、さらなるステップとして学ぶ力をどうやっ

て身に付けさせていくか、学年や教科を超えて、

それぞれが取り組んでいる学習指導法の工夫

や手立てを交流し、学校全体での取り組みに

ついて検討を行いました。 

 


